
福谷章子の街づくり通信

一緒に考えようエコライフ一緒に考えようエコライフ

　言葉はよく聞きますが、 いったい介護保険を使ってどんなサービスを受けられるのか、

どれだけ自己負担があるのかわからないまま、 不安を持っている方が多いのではない

でしょうか？実際に父親の介護をしている人の例をご紹介し、 介護について、 今後み

なさんと考えていきたいと思います。

レンタル用品
介護用ベッド　　6,500 円（自己負担 700 円）

ベッド介助バー 1,350 円（自己負担 150 円）

車椅子　　　　　 4,500 円（自己負担 500 円）

歩行器　　　　　 2,250 円（自己負担 250 円）

介護サービス
訪問看護　週１回　　　38,600 円 （自己負担 3,860 円） （緊急時訪問加算付）

訪問診療　２週に１回　　　　　　　 （自己負担 3,800 円くらい）

通所リハビリ　週２回　82,701 円  （自己負担 8,271 円）

通所リハビリ昼食費、 その他雑費 7,550 円

住宅改修
80,000 円 （自己負担 8,000 円）

・ お風呂に手すりを２本

・ トイレにＬ字型手すり

・ 玄関に手すり

紙オムツ給付
3,600 円 （自己負担 360 円）

　　　ＴＯＴＡＬ
　　月　  139,301 円

（自己負担  25,441 円）

86 歳男性 (非課税世帯）要介護２のケース

介護について、 日頃思うこと、 体験談などをお寄せください。

①サービスを受けるためには、 手続きその他で、 保健

福祉センターなどに何度も足を運ぶ必要がある。 代理で

行ってもらえる場合はよいが、 一人暮らしのお年寄りなど

は申請できないこともあると思う。

②市役所からの手紙がわかりにくい。

　送られてくる手紙は、 行政用語が多く、 情報を読み、

理解することがとても難しい。 こと細かく丁寧に記載され

ているのだが、 年をとると判断力がなくなってくるので、

来た手紙を丁寧にしまうしかできない場合もあるのではな

いだろうか。 若い世代がそれを管理してあげることができ

ればよいが、 そうではない場合、 後見人のような存在が

必要だと思う。

③一番必要なのは、 声かけ？地域とのつながり？

　一番必要なのは、 会話する人がいるということ。 介護

している身にとっても、 一番大変なのは、 精神的な支え

となることだと感じる。 入浴や食事、 着替えなどの介助

はいくらでもできるが、 生きているのがつらいという気持

ちにどう応えてよいのか介護する側がつらくなる。

　普段の生活の介助のために、 選ばれたサービスのトー

タル金額は月 140,000 円くらい。 そのうち自己負担分は

25,000 円と、 かなり軽くなることがわかります。

　この方の場合は、 介護保険でのサービスにとても感謝

しているとのことですが、 現在の制度について問題では

ないかと感じる点をあげてもらいました。

日時 ： 2010 年２月９日

時間 ： 10 ： 00 ～ 12 ： 00

場所 ： 市民ネットワークみどり事務所

お申込み ： 043-293-8011
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千
葉
市
は
ご
み
１
／
３
減
を
目
標
に
、
10
月
１
日
か
ら
、
資
源
ご
み
で

あ
る
古
紙

・
布
類
の
回
収
を
増
や
し
、
焼
却
ご
み
の
回
収
日
を
減
ら
し

ま
し
た
。
１
カ
月
で
ど
れ
だ
け
減
っ
た
の
か
、
千
葉
市
環
境
総
務
課
に
問

い
合
わ
せ
て
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
は
、
前
年

に
比
べ
約
8.4
％
減
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
数
字
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
か
。
私
は
、
も
う
少
し
減
っ
て
も
い
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
可
燃
ご
み
の
中
に
古
紙

・
布
類
を
混
ぜ
て
捨
て
て
い
る
家
庭
も
多
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
で
は
可
燃
ご
み
の
収
集
日
が
減
っ
て
も
、
あ
ま
り
変
わ
り

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
が
資
源
ご
み
の
回
収
を
増
や
し
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
可
燃
ご

み
を
１
／
３
減
ら
せ
ば
、
環
境
に
良
い

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
み
処
理
場

の
コ
ス
ト
も
減
ら
せ
る
の
で
す
。
結
局
は

自
分
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
な

の
で
す
。
も
う
一
度
ご
み
の
出
し
方
一

覧
表
を
確
認
し
て
、
市
民
の
一
人
一

人
が
協
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
は
、

生
ご
み
処
理
機
の
活
用
も
効
果
的
だ
と

思
い
ま
す
。
生
ご
み
処
理
機
を
使
っ
て

み
た
い
け
れ
ど
、
種
類
や
処
理
後
の
処

分
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
と
の
声
を
多
く

い
た
だ
い
た
の
で
、
ご
み
減
量
推
進
課

の
生
ご
み
資
源
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方

を
お
呼
び
し
て
、
勉
強
会
を
開
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

「介護保険」 「介護サービス」

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
も
あ
る
11
月
に
開
催
さ

れ
た
「
第
２
回
子
ど
も
の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
児

童
虐
待
と
小
児
医
療
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
語
り
合
い
ま
し
た
。
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
だ
け
に
、

５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
最
終
回
に
は
熊
谷

市
長
も
加
わ
っ
て
、
11
月
22
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
日

に
備
え
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
実
は
子
ど
も
た
ち
は
多
く

を
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ

は
大
人
、
そ
の
多
く
は
親
に
よ
る
「
い
じ
め
」
な
の
で
す
。

い
じ
め
を
行
っ
て
い
る
親
を
悪
者
と
す
る
こ
と
に
根
強

い
抵
抗
感
が
あ
り
、
わ
が
身
を
責
め
る
、
あ
る
い
は
口

に
は
出
さ
な
い
、
と
い
う
抑
圧
の
中
に
彼
ら
は
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
い
じ
め
に
関
し
て
は
、
周
囲
が
気
づ
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
の
で
す
。

　

一
方
、
小
児
医
療
に
関
し
て
は
、
入
退
院
を
繰
り
返

す
子
ど
も
か
ら
貴
重
な
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
「
病
気
の

こ
と
は
周
囲
に
理
解
し
て
ほ
し
い
け
れ
ど
も
、
可
哀
想

な
子
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
い
や
だ
。
病
院
で
は
、
治
療

以
上
に
入
院
生
活
で
辛
い
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

は
あ
き
ら
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
何
よ
り
も
親
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
、
そ
れ
が
一
番
辛
い…

」
。

　

子
ど
も
に
は
計
り
知
れ
な
い
強
さ
と
優
し
さ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
引
き
出
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
た

ち
が
語
れ
る
場
、
活
躍
で
き
る
機
会
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
と
は
、
単
に
集
ま

る
場
所
で
は
な
い
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

福
谷
章
子

児童虐待と小児医療 第２回子どもの力フォーラム
  「セーブ ・ ザ ・ フレンド」 を終えて

川本幸立の街づくり通信

八
ツ
場
ダ
ム
事
業
中
止

「継
続
」
を
求
め
る
森
田
知
事
発
言
は

                      

国
交
省
の
ウ
ソ
を
鵜
呑
み

　

前
原
国
交
相
の
ダ
ム
事
業
中
止
の
明
言
に
対
し
、
森
田
知
事

は

「
ダ
ム
の
早
期
完
成
と
コ
ス
ト
縮
減
を
国
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
」
「
地
元
住
民
の
９９

・
９
％
が
納
得
し
、
完
成
を
望
ん
で
い

る
と
聞
い
た
。
進
捗
率
も
７
割
。
こ
こ
ま
で
き
た
以
上
は
完
成

さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
千
葉
県
負
担
７
６
０
億
円

（
利
息
含
む
）
の
こ
の

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
。

　

９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
知
事
の
発
言
の
根
拠
を
質
し
た
と

こ
ろ
、
知
事
は
ダ
ム
推
進
の
国
交
省
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

７
割
と
い
う
の
は
ダ
ム
事
業
費
４
６
０
０
億
円
の
７
割
が

昨
年
度
ま
で
に
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
の
進

捗
率
と
は
別
で
す
。
本
体
工
事
は
未
着
手
、
昨
年
度

末
で
完
成
部
分
の
割
合
は
、
付
替
国
道
６
％
、
県
道

２
％
、
代
替
地
造
成
10
％
に
過
ぎ
ず
、
付
替
鉄
道
は

75
％
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
が
用
地
未
買
収
の
と
こ
ろ
が
あ

り
、
工
事
は
大
幅
に
遅
れ
、
完
成
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い
。

　

地
す
べ
り
対
策
費
、
東
電
発
電
所
の
減
電
補
償
、

関
連
事
業
の
追
加
な
ど
で
少
な
く
と
も
１
０
０
０
億
円

の
増
額
は
必
至
で
す
。
利
水
予
定
者
の
既
負
担
金

（
国

庫
補
助
金
を
除
く
と
８
９
０
億
円
）
を
返
還
し
て
も
、

中
止
し
た
ほ
う
が
国
費
の
支
出
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
交
省
は
利
根
川
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
昭
和
22
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
治
水
効
果
が

期
待
で
き
る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

６
月
の
政
府
答
弁
書
で
国
交
省
は
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風

が
再
来
し
た
場
合
で
も
、
八
ツ
場
ダ
ム
に
治
水
効
果
は

な
い
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

本
来
の
治
水
対
策
は

「
堤
防
強
化
」
で
す
が
、
ダ
ム

推
進
の
陰
で
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
国
交
省

の
堤
防
強
化
の
治
水
対
策
を
と
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

業
界
と
結
び
つ
い
た
省
内
の
ダ
ム
派
の
巻
き
返
し
で
日
の

目
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
一
の
ウ
ソ
「
７
割
完
成
」

第
二
の
ウ
ソ
「
ダ
ム
中
止
の
ほ
う
が
高
く
つ
く
」

第
三
の
ウ
ソ
「
洪
水
対
策
（
治
水
）
に
必
要
」

国交省官僚の３つのウソ

　

ダ
ム
関
連
事
業
を
受
注
し
た
公
益
法
人
７
法
人
に
25
人

（
04
年
10
月
現
在
）
、
民
間
企
業
37
社
に
52
人

（
03
～
05

年
）
も
天
下
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
「
官
僚
ら
が
天

下
り
先
と
な
る
業
者
の
た
め
に
ウ
ソ
の
デ
ー
タ
を
並
べ
て
計

画
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
」
「
結
局
、
自
民
党
と
官
僚
、

ゼ
ネ
コ
ン
の
利
益
共
同
体
が
権
益
を
守
る
た
め
の
ダ
ム
」
と

厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
堤
防
強
化
工
事
な
ら
ダ
ム
工
事
と
異
な
り
中
小

建
設
業
者
が
直
接
受
注
で
き
ま
す
。

　

「
下
流
の
都
県
の
治
水
と
利
水
の
た
め
に
」
が
住
民
を
説

得
し
た
国
の
決
ま
り
文
句
で
し
た
。
し
か
し
、
今
、
治
水
、

利
水
に
不
要
な
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ム

を
前
提
と
し
て
生
活
設
計
を
立
て
て
き
た
地
元
の
人
達
の

生
活
再
建
と
地
域
再
生
の
た
め
に
最
大
限
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
、
群
馬
県
、

下
流
都
県
の
責
任
で
す
。

【
川
本
】
「
地
元
住
民
99

・
９
％
が
納
得
」
の

根
拠
は
何
か
。

【
森
田
知
事
】
八
ツ
場
ダ
ム
を
視
察
し
た
際
の

国
か
ら
の
説
明
で
す
。

【
川
本
】
進
捗
率
は
７
割
ど
こ
ろ
か
工
事
の
大

半
は
こ
れ
か
ら
だ
。
事
業
費
に
つ
い
て
は
大
幅

に
増
え
、
工
期
に
つ
い
て
は
今
後
大
幅
に
遅
れ

る
こ
と
は
必
至
だ
が
。

【
橋
場
県
土
整
備
部
長
】
八
ツ
場
ダ
ム
建
設

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
25
日
に

関
東
地
方
整
備
局
及
び
関
係
都
県
で
構
成
す

る

「
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
コ
ス
ト
管
理
等

に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
、
計
画

通
り
進
ん
で
い
る
と
国
よ
り
説
明
を
受
け
て
い

ま
す
。

【
川
本
】
地
元
民
は
85
年
の
地
元
再
建
プ
ラ
ン

に
夢
を
託
し
て
ダ
ム
計
画
を
容
認
し
た
も
の
の
、

当
初
約
束
さ
れ
た
代
替
地
の
造
成
が
遅
れ
、

代
替
地
の
分
譲
価
格
が
周
辺
地
価
よ
り
も
は

る
か
に
高
額
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
対
象
４

７
０
戸
の
う
ち
、
今
年
３
月
末
現
在
、
３
５
７

戸
が
移
転
し
た
が
代
替
地
に
移
っ
た
の
は
16
戸

だ
け
だ
。
ま
た
「
雇
用
」が
目
的
の
「
振
興
公
社
」

計
画
は
中
止
に
な
っ
た
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
に

地
元
の
人
た
ち
と
約
束
し
た
生
活
再
建
策
を

破
っ
て
き
た
の
が
国
と
群
馬
県
だ
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
知
事
は
ど
う
考
え
る

か
。

【
森
田
知
事
】
地
元
の
方
々
の
苦
渋
の
決
断

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
生
活

再
建
関
連
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
川
本
】
県
の
姿
勢
は
、
結
局
は

「
国
が
言

う
か
ら
」
と
い
う
も
の
だ
。
国
交
省
の
主
張
の

鵜
呑
み
で
は
な
く
、
治
水
、
利
水
、
コ
ス
ト
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
自
分
の
頭
で
検
証
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

【
森
田
知
事
】
国
土
交
通
大
臣
は
、
八
ツ
場

ダ
ム
中
止
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
首

都
圏
の
治
水

・
利
水
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
政
策
変
更
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
根
川
水

系
の
治
水

・
利
水
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

よ
う
、
国
に
求
め
て
い
き
た
い
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

【
川
本
】
国
に
情
報
公
開
を
求
め
る
の
か
？

【
森
田
知
事
】
求
め
ま
す
。

国交省がウソをつく理由
官
僚
ら
の
天
下
り
先
の
確
保
と

　
　
　
　
　
　
　
　

業
界
と
の
癒
着

生活再建とダム中止

一般質問から
県は国に情報公開を求め、自分の頭で検証すべき

【
川
本
】
昨
年
12
月
県
教
委
は
、
中
学
生
及
び
小

・
中
学
校

職
員
を
対
象
に

「セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
実
施
の
依

頼
を
し
て
い
る
が
、
調
査
結
果
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
調

査
結
果
を
受
け
て
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
教
育
委
員

会
に
任
せ
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
教
委
と
し
て
、
把
握
す
べ
き
だ
。

【
鬼
澤
教
育
長
】　

市
町
村
立
学
校
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
の
実
態

や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
教
職
員
の
服
務
を

監
督
す
る
各
市
町
村
教
育
委
員
会
が
自
ら
の
責
務
と
し
て
把
握

し
、
適
切
に
対
処
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
川
本
】　

セ
ク
ハ
ラ
事
件
が
あ
っ
た
市
原
市
教
育
委
員
会
は
、

市
原
市
の
９
月
議
会
で
ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
ハ
ラ
の
ケ
ア
な
ど
の
救
済

対
策
に
つ
い
て
は
、
「
調
査
研
究
課
題
だ
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
Ｈ

11
年
度
に
で
き
た
県
の
セ
ク
ハ
ラ
指
針
す
ら
市
の
教
育
委
員
会
は

理
解
し
て
い
な
い
実
態
だ
。

【
鬼
澤
教
育
長
】
個
々
の
市
町
村
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
該
市
町
村
教
育
委
員
会
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
市
町
村
教
育
委
員
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

相次ぐ教育職員によるワイセツ犯罪
　　　 学校や市町村まかせの
スクール・セクハラ対策の見直しを求める

アンケートのお願い

　ここ数カ月をみても緑区や市原の中学校の教諭が女子中学

生へのわいせつ容疑で逮捕されています。 県教委が 08 年度

に実施したセクハラに関する実態調査によれば、 職員から 「体

に触られ不快だった」 「性的な関係を求められ不快だった」 と

の回答を高等学校生徒ではそれぞれ 309 名、 49 名が寄せて

います。

　私は県議会で、 浦安市立小で 03 年に起きた児童への教諭

による強制わいせつ事件を踏まえ、 第三者を含めた公正で迅

速な対応、 被害を受けた子どもの救済制度の整備を求め、 「県

教委－市教委－学校長」 という 「身内で処理」 という姿勢を

根本から改めることを強く求めてきました。

　９月県議会で大阪府、 大阪市でも実施している第三者、 専

門家チームを設けるとともに、 学校や市町村任せとする県教委

の安易な姿勢を質しました。

市民ネットワーク（会派）　chiba@shimin-network.jp　　　
http://shimin-network.jp/市民ネットワークちば

市民ネットワークでは、市民の皆

さんの声を、市政、県政へ届けて

いきたいと考えています。ぜひ、

アンケートにご記入いただき、み

なさんの声をお聞かせ下さい。

■あなたのお住まいと年代は

　緑区（　　　　　）町　（　　　）歳代

■千葉市のごみ収集が 10 月より変わりました。今

　３つある可燃ごみ処理施設が２つになり、環境面

　だけでなく、財政面からも可燃ごみを減らす必要

　があるからですが、そのことをご存知でしたか？

　（　　）知っていた　（　　）知らなかった

■可燃ごみ収集が１日減り、そのぶん古紙・布類な

　どの資源ごみ収集が週１回になりました。あなた

　は、どの程度利用していますか？

　（　　）毎週、古紙類を出している

　（　　）時々出す　　（　　）利用していない

■古紙類の出し方で疑問に思うことは……？

■この 58 号の紙面で扱った市政、県政、介護問題

　などについて、ご意見、体験談などお寄せ下さい。

街づくり通信 Vol.58 アンケート

ご協力ありがとうございました

介護生活とお金


